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NEXT シリーズと高等学校シリーズは，扱っている問題の難易度はほぼ変わりませんが，コンセプトは少し異なります。      
以下のように比較しました。 

NEXT シリーズ 高等学校シリーズ 

◆解法の暗記だけの学習から脱却し，本質に焦点を絞って学
ぶことで，身に付けた本質を生徒自身で個々の問題に生か
していく構成です。 

◆「目標」【？】   など，生徒の学び方を変えるための新しい
要素が紙面にはっきり現れています。 

◆「数学の考え方」は，巻末の解説だけでなく本文にもキーワ
ードが散りばめられており，問題の内容にとらわれない考え
方が，本文を学びながら自然に意識できます。 

◆１つの例題でもそれを振り返ったり角度を変えて考えたりす
る場面を設け，じっくり取り組むことができます。「深める」も
本文内で扱っています。 

◆様々なパターンに触れることでまず知識・技能を身に付け，
それらのパターンの中から本質を自然に理解していく構成
です。 

◆従来の構成要素を維持しているので，今まで通り先生ごと
に工夫した授業展開が可能です。 

◆「数学の考え方」は，巻末に分野をまたいだ解説があり，必
要に応じて取り上げることで，問題の内容にとらわれない考
え方を身に付けることができます。 

◆「深める」のように角度を変えて考える問題なども設けてい
ますが，取捨選択しやすい構成にしているので，ある程度ス
ピーディーに取り組むことができます。 

2 次不等式（数学Ⅰp.126～131） 
◆２次不等式にとどまらない不等式の一般論を最初に提示

し，グラフと x 軸の関係を考えることを印象付けます。ここが
不等式の本質です。                        （p.127） 

◆最初に提示した，グラフで考えることを常に意識できれば，
様々なパターンを例示しなくとも，生徒自身で解くことが可
能であると考え，例や例題を精選していることもあります。 
精選した例や例題の内容は練習問題で扱っていますので，
全体としての網羅度は保っています。          （p.129） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆グラフと x 軸の共有点が１個，0 個の場合も含め様々な問題

を扱った後，再び本質をまとめとして登場させています。 
個々の問題の解法をバラバラに身に付けるのではなく，身に
付けた本質を個々の問題に生かしていけるようになります。 

 （p.131） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2 次不等式（数学Ⅰp.111～117） 
 
 
 
◆不等号の向きや等号の有無など，様々なパターンの 2 次不

等式を同じ例や例題の中で扱っています。これらを対比する
ことで，その違いを認識しながら知識・技能を習得できます。  

            （p.113，114） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆グラフと x 軸の共有点が 1 個，0 個の場合も含め様々な問題

を扱った後，2 次不等式の解についてまとめた一覧表を掲載
しています。まとめることで復習しやすくなるとともに，この表
から，それぞれの解について共通すること，異なることを考え，
本質を自然に理解できます。               （p.117） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

『NEXT シリーズ』『高等学校シリーズ』の比較 

？ 
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NEXT シリーズ 高等学校シリーズ 

2 次関数の最大・最小（数学Ⅰp.1０８，109） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（p.108） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（p.109） 

 
 
2 次関数の最大・最小の文章題（数学Ⅰp.110） 
◆学んだ内容を活用する場面では，例題を極力省略し，自分

の力で取り組む方針です。 
ただし，誘導を設けた練習と通常の練習を掲載しているの
で，前者を例題のように扱うことも可能です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 次関数の最大・最小（数学Ⅰp.93，94） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（p.93） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（p.94） 

 
 
 
2 次関数の最大・最小の文章題（数学Ⅰp.９５） 
◆応用例題でしっかりと扱っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 


